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女権拡張は
　　男性にとって不利

　男女平等、男女共同参画というのは、

理論的には正当で異議をはさむ余地

は全くない。ただ、一昔前に比べれば、

女性の地位は著しく向上しており、これ

以上女権拡張を叫ぶ必要があるのか

なと思う。「女性にとって住みやすい社

会は、男性にとっても住みやすい。」と

いうのは、女性側の一方的な言い分で、

女性が一歩権利を拡張すれば、その

分男性は既得権を失う。会社で女性

社員がしているお茶汲みや掃除を、こ

れから男性も平等に当番制にしようと

言われたらやっぱり嫌だし、家庭でも、

仕事さえしていたら家事や育児はしな

くてよいというのが今までの男性の既

得権であったのに、女性も仕事をする

からその分男性も家事育児をと言われ

ても、こっちの仕事自体が減っている

わけではないので困る。

　他の夫婦や他の家庭についてとや

かく言う気はないが、自分の妻には、外

で仕事をするより、家にいて精神的に

余裕を持って、家事育児に専念しても

らいたい。子どもの話をゆっくり聞いたり、

伝統的な年中行事を行ったり、季節の

料理を作ったりして、家庭の中で文化

を伝えていってほしい。男性の協力が

あれば妻が外で働いていてもそれが

可能だという人もいるかもしれないが、

企業は性別役割分担を前提に男性を

雇用している。共稼ぎしながら潤いの

ある文化的な生活をしていけるほど社

会は成熟していないし、その方向へも

進んでいないと思う。　　 

 － 40代・男性・会社員－

「嫁」という立場は
　　　 男女差別の象徴

　日本の家の中での「嫁」という立場も、

男女差別を象徴したものであると思う。

別居している子ども夫婦が帰省した

時、息子の妻は「嫁」という立場で忙し

く立ち働き、一方、娘の夫である「婿」は

接待される側になる。娘婿はあくまで客

であり、ご馳走でもてなされ周りから気

配りを受ける。一方の嫁は、そのために

家の中を整え、ご馳走を作り気配りを

するという役目を負う。子どもの配偶者

であることに変わりはないはずなのに、

女性は「嫁」という特別の立場に立たさ

れてしまう。「嫁」というユニフォームを

着せられると、たちまち本人の個性は

覆い隠され、その家の中で家事労働

を担っていくことが当然と見なされてく

るような気がする。こういう立場に抵抗

を感じながらも、女性の多くが家の中

の全責任は自分にあるように思い込ん

でしまい、それができなければ、何かし

ら後ろめたさを感じてしまっていたりす

る。まず、その事を考え直してみる必要

があると思う。家事は家族が協力しあ

い、できる事を分担しあって、それぞれ

　２１世紀がスタートし、男女共同参画社会の実現が

重要な課題としてクローズアップされています。

　建前で、「男女が性別にとらわれることなく、個性や

能力を発揮できるよう、互いに人権を尊重し合いま

しょう。」という理念を述べるのは簡単です。でも、家庭、

学校、職場、地域社会のそれぞれの場で実態がなか

なか前進しないのは、ひょっとしたら、男女それぞれの

本音の部分が建前とは大きく違っているせいかもし

れません。

　今回は、もう一度原点に戻って、反論は百も承知の

上で、それぞれの本音を包み隠さず聞かせてもらい

ました。

　建前ではなく、本音を率直に出し合うところから、互

いの接点を見つけたり、問題点を改めて考え直したり

できればと思います。

　読者の皆さんも、ぜひご意見をお寄せ下さい。
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が自分の事として受け入れていかな

ければいけない。そうすれば、女性の

家事労働に対する意識も変わってくる

し、「嫁」という立場に対してもそのあり

方が変わってくるのではないだろうか。

－ 40代・女性・主婦－

次世代に伝えたい
　　　　夫婦のあり方

　私たちが共働きだった時も、妻が専

業主婦になってからも、私たち夫婦の

関係は常に対等である。勿論、妻が専

業主婦になってからは、家事や育児に

関わる時間は妻の方がはるかに多く

なった。しかし、だからといって、家事

や育児が妻一人の仕事だと考えたこ

とはない。たとえ、時間や量が妻に及

ばなくとも、私には、家庭の中に夫とし

ての役割と父としての役割があると自

覚している。その役割は、どんなに仕

事が多忙であろうと、決して放棄して

はならないと思っている。私は、娘に、

家事や育児は女だけがするものだと

思ってほしくない。社会では男女平等

は当然のこととして認識されるように

なったが（残念ながら実態はまだ不充

分であるが）、家庭でも男女は対等な

立場にあって、男も家事や育児に参加

するのが当たり前だという感覚を身に

つけてほしいと願っている。

　私は、子育てをする中で、「女らしく」

とか「女だから」というような言い方は意

識して避けてきた。子どもの玩具なども

「男の子の遊び」「女の子の遊び」とい

う区別をつけることなく、子どもの「個

性」を大切に考えて選んだ。家事の手

伝いも「女の子だから」という理由でさ

せたことはない。男であっても女であっ

ても「家族だから」みんなで助け合うこ

とが当然だと思っている。そして、何より

も、家事や育児に参加する私の姿を見

せる事で、家庭の中においても男女が

対等な関係であることを自然に認識さ

せたい。それは、子どもたちの将来の

幸せにもつながり、ひいては、社会に向

ける意識にも広がっていくと思っている。

－ 40代・男性・教員－

今の夫婦のあり方が
　　　　 老後を決める

　夫は家事も育児もほとんど手伝って

くれた事がない。家事も育児も女の仕

事だと決め付けている。しかもその労

働に対する評価は低く、何か問題が起

きると、ほとんど妻の力不足ということ

になる。子育てで大変だった時、泣き

続ける子どもの声より、傍で見ていても

何も手伝おうとしない夫の態度の方が

よほど辛かった。夫はいつも、専業主婦

の私や子どもたちに対して、「食べさせ

てやっている」と思っている。( 実際そう

言われた事もある。) 私自身も働いて

収入を得たいと願っても、私が外に出

ると家事や育児が疎かになるという理

由で、働くことも認めてはくれない。夫の

態度や言葉に決して納得しているわ

けではないが、抵抗してもけんかにな

るだけで ( 実際、過去に何度か試みた

)、夫に私の気持ちを理解してはもらえ

ない。子どもが自立したら、もう夫の世

話をしようとは思わない。老後を夫と送

ることは考えていない。私の心も子ども

たちの心も、ある面で既に夫から離れ

てしまっているが、夫はそんな私たち

の気持ちに気付くことさえない。「食べ

させてやっている」と思っている夫が、

私たちにとっても「食べさせてくれてい

るだけ」の存在になってしまったのは、

夫にとって、かわいそうな気さえする。

仕事を理由に家事も育児もほとんど手

伝わない男性が、その仕事を卒業した

時、家庭の中に自分の居場所が見つ

かるだろうか。妻から申し出る熟年離

婚が増加している現状を見ても、私と

同じ思いを抱いている女性が決して

少なくないと感じている。

－ 40代・女性・主婦－

私たちも感じている
　　　　　　 男女差別

　小学校では女の先生が多かったが、

中学校では男の先生の方が多い。教

頭先生や校長先生となると、ほとんど

が男の先生だ。PTA 会長も男の人し

か知らない。どうしてなのだろう。私た

ち生徒は男子も女子も同じくらいいる

のに、どうして、こんな片寄りができてし

まうのだろうか。

　授業では、家庭科も技術も男女一緒

に学んでいる。父や母が中学生の頃と

比べると、男女の差別は少なくなった

のだろうが、そんな中で、名簿の順番

がいつも男子が先で女子が後という
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のはおかしいと思う。式で並ぶのも名

前を呼ばれるのも検診を受けるのも、

いつも男子が先。無意識のうちに、男

子優先が身に付いてしまいそうだ。

男子の方でも、こういうのは嫌だと言っ

ている人もいる。

　先生も、男女は平等だと私たちに教

えられる一方で、「男らしく堂 と々」とか

「女子は料理が上手なはずだ」などと、

男とはこういうものだ、女はこうあるべき

だという言い方をされることがある。私

の友人は男子以上に堂 と々しているし、

料理が得意な男子もいれば、苦手な

女子もいる。これは男と女の違いでなく、

個人の違いだと思う。

　また、友達と家庭の話をすると、女の

子は「お父さんが嫌」という人が結構

いる。その理由は、「自分勝手すぎる」

とか、「他の家族が忙しく家事をしてい

ても、自分は命令するだけで何もせず、

テレビを見たりごろごろしているから」

という人が多い。しかも、「女だから」と

いう理由で、兄や弟が遊んでいても、

自分にだけ家事の手伝いがまわってく

るという人もいる。こういう人は、親との

会話もしたくなくなるようだ。男女の不

平等は、親子の関係にも影響している

と思う。

－ 10代・女子・中学生－

総合職として
　　   採用されたが・・・

　就職活動の時、男女差別を実感し

た。「女子不可」と明言しているところ

はさすがになかったが、男子優先とい

う雰囲気があった。就職情報の資料や

企業からの会社案内も男子に圧倒的

に多かった。男子から情報をもらったり

直接企業に問い合わせたりして、頑

張った。

　私は総合職として採用された。昇

給・昇進の面で全く男女差別は無く、

能力は正当に評価され、気持ちよく仕

事をしている。しかし連日の残業であ

る。多くの父親が家事・子育てに参画

できないのも当然だと思う。私も子育て

との両立は無理だと思っている。今は

子どもがいないので、夫とふたりで、家

事は時間のある方、気のついた方が

するというように協力しあっている。仕

事と家事は両立させることができる。し

かし育児が加わると疑問である。

　職場には有能な女性がおられるが、

独身か、既婚でも子どものいない人で

ある。家庭を持ち子どもを育ててなお

有能な人材として働き続けることは無

理との証しのように私には見える。最近、

２年先輩の女性が妊娠と同時に退職

された。子育てとの両立は無理と判断

されたという。理解ある伴侶に恵まれ、

よい保育所があっても、子育てと仕事

との両立は現状では困難だ。

－ 20代・女性・会社員－

仕事も家事も育児も
　  全力でやってきた私

　私は仕事と家庭を両立させる人生

を選択した。夫は賛成ではなかったが、

何とか折り合いをつけてやってきた。家

事にも育児にも夫は協力的ではなかっ

た。残業と休日出勤ですっかり疲労し

ている夫に何も言えなかった。働かせ

て貰っているという負い目さえあった。

自分が夫以上に疲れていたのに。家

事には手抜きができるが、子育てには

手抜きはできない。仕事も。そう思って

頑張った。職場でも家庭でも地域でも

誰からも非難されたくなかった。「だか

ら女は・・・」とか「母親が働いているか

ら・・・」などと言われたくなかった。特に

子どもの小さいころは大変だった。夫

に訴えても結局は「辞めたらいい」とい

う結論になり、姑までが「息子の収入で

やっていくのが妻の務め」と口をはさん

だ。実家の母が時には泊り込んで応援

してくれた。また職場の先輩は事ある

ごとに「どこの子もそうよ。ウチもそう

だった・・・」と笑顔で受け止め、よきお

手本を示してくれた。もうすぐ彼女のよ

うになれる。そう思って自分を励ました。

夫を当てにせず、「早く!早く!」と子ども

を一方的にせきたて、孤軍奮闘し、疲

労 困憊 だったあの歳月を乗り越えたら、
こんぱい

働くことに迷わなくなった。　

－ 40代・女性・教員－
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経営者がみる
　　　　　 男性と女性

　経営者が社員を評価する時、基本

的には性別ではなくどれだけ自社に貢

献しているかが重要になっていること

は言うまでもない。しかし社への貢献

度で見た場合、やはり男性の方が女

性よりも勝っているという事実は否定で

きない。例えば、急な残業を頼んでも男

性は無理をしてでもやってくれるが、女

性は「家庭があるとか、前もって言って

くれないとできないとか」言ってなかな

かしてくれない。また、転勤を命じるに

しても男性のほうが動かしやすい。仕

事上のコミュニケーションをとる場合で

も、男性になら「よくやった」と握手したり

肩をたたいたりして喜びを分かち合え

たりできるのに、同じことを女性にする

と、「セクハラだ、何か下心がある」と疑

われるのではないかと余計な心配をし

てしまう。また、女性の採用に当たって

も、男性以上の配慮と経費が経営者

側に必要になってくる。労働時間の規

制や出産のための休暇や生理休暇、

更衣室や厚生施設などであるが、そ

の代償がどの程度、会社に還ってくる

かということを考えると、積極的な女性

の採用はためらうものがあるというのが

本音であろう。かといって女性に向い

ていると思われる仕事もたくさんある。

企業の顔となる受付や電話交換、お茶

くみや、顧客の心をつかむ営業などで

ある。女性のもつ優しさや清潔感、「職

場の花」的な雰囲気はやはり男性には

ないものであり、女性の生かせる部所

へは女性を採用していきたい。ただ女

性の側にも仕事に対する認識の甘いと

ころがあり、権利ばかりを主張し、仕事

を結婚までの腰掛けに考えていたり、

少し注意をするとすねて仕事をしなく

なったりする女性もいる。経営者として

はそういう社員に給料は払いたくない。

すべての女性がそうであるというわけ

ではないが、仕事の能力そのものには

性差はないと考えても、スムーズに能

率よく仕事を進めるためのさまざまな

要件を考えると、経営者にとっては男

性と女性をまったく同じ条件で同じ職

種に採用するよりも、それぞれの適性

に合わせた採用をしたいというのが本

音である。企業は奉仕の精神はあって

も、甘えは許されない、それは利潤を追

求し従業員の生活を守る大きな責任を

負うからである。

－ 50代・男性・中小企業経営者－

女性差別ではなく
　　　　　　 「区別」だ

　男と女が全く同じだという考えはまち

がっている。男らしさ、女らしさという

持ってうまれたものがあり、それによっ

て外で仕事をするのは男であり、家事

は本来女の仕事になっている。過去の

日本はどの家庭もそうなっており、それ

で日本は発展してきた。最近になって

女性が外に働きに出、自分の権利を主

張するものだから、少子化という現象

がおこっている。男と女を分けて考える

ことは「差別」ではなく「区別」だ。女性

だって都合の悪いときには女であるこ

とを理由に力仕事を男に押しつけたり、

PTA 会長のような責任あるポジション

から逃げている。女性が男性と同じ権

利を主張するなら、男性と同等の責任

をとれ !と言いたい。

－ 40代・男性・会社員－

 夫婦別姓を望む私
　　　　ひとりっ子どうしの結婚だった

ことから、私の親が家の名前を継ぐもの

がいなくなるとずいぶん悲しんだ。夫と

なる人は自分の姓を変えようなどとはみ

じんも考えず、私もつらい思いをした。

　また職場でも新しい姓にかわったこ

とで、外部の人にはいちいち説明しな

いといけないし、通帳や保険など、変

更の手続きがわずらわしかった。また

「結婚したんか ?」と好奇の目でみられ

ることもあり嫌だった。離婚して旧姓に

もどった同僚のことを陰で噂する人も

いて、かくしているわけではないが、男

性だったら姓も変わらず嫌な思いをす

ることもないのにと思う。

－ 40代・女性・会社員－

育児休暇を取得後、
短縮勤務で職場復帰

　女性が多い職場なので育児休暇は

取りやすかった。しかし、育児休業中は、

給料がゼロになり、経済力のない自分

にひけめを感じ、それまでは夫に頼めて

いた家事も自分でするようになった。そ

して、職場復帰はしたが、残業が多く、

保育園のお迎えの時間に間に合わない

ため短縮勤務を選ばざるをえなかった。

－ 30代・女性・会社員－

　今回「ひとりひとりの本音を語り合

うことで、何か解決の糸口をつかも

う」という特集を企画しました。ぜひ

じっくり読んでいただき、それぞれ

の本音の背景にあるもの、その本音

を言うまでの原因となっているもの

までも考えていただけたらと思いま

す。今回の本音に対する意見を集め、

次号のDUOでは男女共同参画社会

実現のために「私たちから取り組め

ることは何だろう」と探っていきた

いと思っています。
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ジェンダーをこえて各界で活躍している人を紹介するこのシリーズの
２回めは、岡山電気軌道株式会社の浅田公恵（あさだきみえ）さんに
登場していただきました。浅田さんは日本で第１号の女性の路面電車
運転士として毎日岡山のまちを走っておられます。

　「男女運転研修生募集」平成３年、子育ても一段落し、

仕事を探していた浅田さんの目にとまったのは路面電車

の運転士募集の新聞広告だった。「ほんとは事務系の仕

事を探していたんですがどれも年齢制限でひっかかっ

て・・・電車の運転士なんて男性の仕事と思っていたのに

女性でもいいのかなという軽い気持ちで受けました。」

　「 思ってもみなかった」という合格で日本初の女性運

転士になった浅田さんだったがご家族、特に子どもたち

の反応は賛否両論。「お母さんが、電車の女性運転士なん

て恥ずかしい」という子どもの言葉に浅田さん自身迷い

もあったようだ。「それが半年間の研修中だけでも２００件

の取材があり、テレビ・ラジオはもちろん子ども向けの教

育誌から写真週刊誌にまで紹介されてしまったんです。

学校にも近所にも知れ渡ってしまい、まわりが陰口しよう

にもできなくなったんですね。（笑）それに子どもの学校

の先生も『浅田さんのお母さんはこういう仕事につかれ

ているので、みんなで応援してあげましょう』とクラスで

言ってくださり、子どもも恥ずかしい思いをすることもあ

りませんでした。」子どもが世間の目を気にして反対して

いたらとてもできなかっ

たという浅田さん、パイ

オニアならではの悩み

だろうか。

　一方、全国に先駆けて

女性運転士を採用した

いきさつについて、当時

の営業所長、現在営業部長の礒野さんにお聞きすると

「当時運転士はもちろん男性ばかりだったので、女性を入

れて雰囲気を少し変えたいと思って提案しました。会社

内部では、運転士とはいえ故障のときは重い部品を持ち

上げるなど力仕事も多く、とても女性には無理だと反対

もありましたが、何とか決まりました。ところが、いざ採用

してみると女性がひとり入ったことで雰囲気はがらりと

変わりました。男ばかりでどうしてもルーズになりがち

だった中に自然と規律ができ、男女が同じように仕事を

していくことで職場が明るくいきいきとしたものになる

ことに正直驚きました。」とのこと。

　さて、では実際運転士としてのスタートをきってから

はどうだったのか。「運転士の国家試験には故障の時の

ために重い座席を持ち上げて中の連結器を点検すると

いう実技試験があるので、そのために毎日社で練習しま

した。もちろん運転中にも重い部品を持ち上げることも

何度かありますが、乗務員は私ひとりですし、やるっきゃ

ないとがんばってやっています。おかげで力がつきまし

たよ。」と語る。また「道を走っている時に線路に車が止

まっていて、よけてくださいと注意をしても、こちらが女

性だとわかると無視され悔しい思いをしたこともありま

す。乗ってこられたお客さんから『女性なのに・・・だい

じょうぶ？』と言われたときにはかえって闘志がわきまし

たね。」とたのもしい一言。プラス思考で前向きに進んで

いる浅田さんの姿勢に、女性には無理だと決めつけてい

た周囲の考えも変わっていった。「最初のころは第1号と

いうことで、私が失敗したら会社はもう女性を採用しなく

なるんじゃないかとプレッシャーがありましたが、続けて

いくうちにこの仕事は全く男女の関係がないなと思うよ

うになりました。それで肩の力がぬけて今はとてもいい

状態で仕事をしています。」子どもたちの家事の協力も

大きな力になっているそうだ。

　現在会社では３０人の運転士のうち女性が４人。全国的

にも女性の運転士は増えているとか。「この仕事に男女の

向き不向きは全くありません。お客さんに喜ばれ、役に

立ってるんだという喜びの大きい、やりがいのある仕事で

す。」来年には新しくバリアフリーの低床車両が導入され

るそうで「また研修です！」とさらなるチャレンジが続く。パ

イオニアとしての役目を十分果たし、なお前進を続ける

浅田さん。気負いのないさわやかな笑顔が印象的だった。
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TOPICS!!
かわりつつある学校�

���男女共同参画への取り組み�
　２１世紀の社会を生きる子どもたちのまわりでは、今男女共同参画はどんなふうに進んでいるの

でしょうか。今回は岡山市内の学校現場での男女共同参画への取り組みを紹介します。

　学校でも一昔前ではあたりまえと思っていたことが、徐々にかわってきています。子どもたちの純粋な心がまっす

ぐに男女共同参画社会へと向かうことができるよう、私たち大人もがんばりたいですね。

制服のない学校もあります。

▲

ここは教室と廊下の壁がない
オープンスペースの小学校

　従来は、男子が先、女子が後という名簿がふつうでした。しか

し知らず知らずのうちに何でも男性が先という観念を植え付け

てしまう可能性があることから、男女別ではなく、男女いっしょに

五十音順に並べた「男女混合名簿」が増えています。最初はとま

どうこともあるようですが、使っているうちに「男女をわけること

がかえって不自然に思うようになった」という意見も出ています。
　

  道具箱、裁縫箱、習字道具セットなど、女の子は赤やピンク、男

の子は黒やブルーなどと固定的な概念で決められていました。

最近はみんな同じ色にしたり、たくさんの種類の中から選ぶこと

ができるようになっています。また体操服も女子のブルマはな

くなり、男女同じものになってきています。
　

　技術・家庭科の授業は、小学校はもちろん中学、高校でも今

は男女いっしょに行われています。固定的な性別役割分担意識

にとらわれず、将来男女ともに家庭生活でも社会生活でも責任

をもって生きることができるための学習がすすめられています。

▲体操服も男女同じ

岡山市大供一丁目1番1号

岡山市男女共同参画課 行

 アンケートにご協力ください
( ◯をつけてください )

性 別

� 10代　� 20代　� 30代　� 40代　� 50代

� 60代　� 70代　� 80代以上
年 齢

デュオを
見たのは

入手先

�初めて　� 2回目　

� 3回目以上

�市役所・支所　�公民館　�図書館　�ふれあいセンター

�その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

�女性　　�男性

�

男女混合名簿�change

持ち物の色分け�change

男女共修�change

▲男女いっしょに調理実習、この中学校では技術・家庭科の先生も男性
 ( 白衣が先生 )
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岡山中央局�
承　　　認�

7071

料金受取人払�

差出有効期間�
平成13年 3 月�
15日から　　�
平成13年12月�
31日まで　　�

定形郵便物�



読者アンケート�

A

今回の「デュオ」で面白かった記事・役に立った記事�B

特集「男の本音・女の本音」についての共感・批判など感想を�
お寄せください。�

C 今後取り上げてほしいテーマ、その他ご意見など�
お待ちしています。�
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TOPICS!! 2 R E P O R T

日本女性会議に参加して�

　今回の特集「男の本

音・女の本音」では、あ

えてまとめをせず、読んでいただいた方か

らの意見を集めて、そこから見えてくるも

のを次号のDUOで取り上げようという新

しい試みをしています。みなさんからのご

意見が次号のDUOをつくります。多くのか

たのご意見をお待ちしています。左のハガ

キでもFAX(225-5408) でも Eメール

（danjo@city.okayama.okayama.jp) で

もけっこうです。ぜひよろしくお願いします。

事務局Ｙ

　他県で開催される日本女性会議に初めて参加しました。1997

年にその会議が岡山で開かれた時、それが何たるものかもよく知

らず、ただ基調講演者の名に惹かれて聴きに行きましたが、ボラ

ンティアの方たちの活き活きとした姿に刺激を受け、会議の意味

も知ることができました。

今回の応募は、また新たな

刺激との出会いと、まだ

行ったことのない津市に魅

かれたからです。津駅に着

いて、ピストン輸送で運行

されているバスで運ばれた

会場の県総合文化センター

の立派さにまず驚き、オレ

ンジのスカーフを巻いた実行委員、スタッフの方たちの中に男性

が少なからず見受けられたのも印象的でした。

　基調講演では男女共同参画社会基本法が制定されてからの国内

外の動きや、２１世紀の新しい社会作りに向けて基本法がもたらす

役割と展望を語った東京都立大学助教授の江原由美子さんの、『企

業中心の考え方が最大のポイント、それが変わらない限り新しい

展望はないだろう』という言に大いに共感しました。「有期雇用の

増加、アウトソーシング（外注化）、人件費の圧縮等、人権の保障

の対極にある部分での合理化が進んでいる」という中で男女共同

参画社会を実現していく困難さを感じましたが、その実現に向け

て職場は男女を問わず育児休暇を取りやすい環境作りに取り組む

べきだと強く思いました。まだまだ女性が働き続けるための環境

整備は十分とはいえず、基本法の基本理念を実効性のあるものに

していくにはどうしたら良いのか、課題を頂いたよ

うな気がしました。

分科会は「平和と共存」に参加しました。ベアテ・

シロタ・ゴードンさんが日本国憲法起草にまつわる

エピソードや、その憲法に寄せる熱い思いを語り、

憲法を考える良い機会も得ました。私は男女共同参

画に関する市民意識・実態調査の市民グループに関

わっているので、この分科会に参加したことや、「全

体会」のトーク“21世紀へのメッセージ”で「男

女共同参画を考える若者の会」のメンバーが三重県

が条例を策定するに当たり、独自の条例案を作り提

言した経緯を聴けたことは刺激になりました。

「そうや !女も男もおんなじ人間やんか－男女共同参画社会の実現のた
めに－」をテーマに平成12年11月10日・11日、三重県津市で「日本女性会議2000津」が開かれました。
　男女共同参画社会の実現をめざして、毎年全国から多くの参加者が集まるこの会議は今回が17回め。男女共同
参画に関するイベントとしては国内最大で、平成9年には岡山市でも開催されました。
　今回、市からの派遣研修として一般公募で7人の方が女性会議に参加されました。その中のおひとり川上紀代子
(かわかみきよこ)さんにその様子をおききしました。

この情報誌は、市民公募の編集委員5名が企画・編集を行いました。

前列左から2人めが川上さん


